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嬉野市では、２０２２年秋の西九州新幹線嬉野温泉駅開業の効果を最大限に発揮するべく駅周

辺のまちづくりを進めてきました。 

このような中、内閣府が募集する「令和 3 年度未来技術社会実装事業」へ応募し、8 月末に

採択を受けました。未来技術社会実装事業を進めていくにあたり、このたび「嬉野市未来技術

地域実装協議会」を設立する運びとなりました。観光都市嬉野に誕生する新たな交流拠点（新

幹線嬉野温泉駅、観光文化交流センター等）を核に、未来技術を活用した観光まちづくりに取

り組んでまいります。 

つきましては、下記の日程にて「第１回嬉野市未来技術地域実装協議会」を開催いたします。 

ぜひ、広報や取材等でのご協力をよろしくお願いいたします。 

なお、取材については会議冒頭のみとしますのでご了承ください。 

記 
 

○日 時 令和３年１１月１９日（金）１４時００分～ 

○場 所 嬉野市文化センター 2 階会議室 

○問合せ 嬉野市役所 建設部 新幹線・まちづくり課 

      担当：前川、江頭 電話：０９５４－２７－７０２０ 

令和３年１１月１6 日配信 

第 1回嬉野市未来技術地域実装協議会の開催について 

うれしの茶

温泉湯豆腐 肥前吉田焼

嬉野温泉

塩田津

うれしのあったか祭り

新地域交流施設＝バーチャル拠点

新たな交通・観光拠点（嬉野温泉駅・道の駅）

中心市街地
（嬉野温泉街・食・遊興）

＜実践する3つの取り組み(案)＞
(1) 嬉野の魅力を全国・全世界に発信する魅力づくり
(2) 来訪者の移動を支えるモビリティサービス
(3) 5G技術等を活用した各種データ収集・提供

未来技術が新型コロナウイルス
禍に負けない観光の街をつくるこ
とを、ここ「嬉野」で実践！
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嬉野市の未来技術社会実装事業の取り組みイメージ モビリティ導入のイメージ 


